
令和４年度行政評価対象事業一覧  （№欄に※のある事業は、令和３年度評価により令和４年度も引き続き行政評価対象事業となったもの。）

1 １_地域産業の活力を生み出す １_地域事業者の経営支援 農業委員会事務 シティセールス推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

2 １_地域産業の活力を生み出す １_地域事業者の経営支援 農業振興事業 シティセールス推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

3 ２_人の流れ・にぎわいを生み出す ３_観光の振興 まちの魅力推進事業 シティセールス推進課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善予定

今回の評価は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によるイベ
ントの中止が大きな要因となっている。しかし、イベントが開催でき
ずとも開催に向けた会議や準備は行っていたことから、今後につ
いても引き続き、感染状況を注視しながら新型コロナウイルス感染
症の影響下においても実施可能な事業の検討や開催に向けた会
議、準備を行っていく予定である。

-

4 ３_魅力的な都市環境を生み出す ５_計画的な都市整備の推進 住宅計画事務 まちづくり計画課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

5 ３_魅力的な都市環境を生み出す ５_計画的な都市整備の推進 優良住宅取得推進事業 まちづくり計画課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

6 ３_魅力的な都市環境を生み出す ６_安全で利便性の高い都市環境の整備 都市景観事業 まちづくり計画課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

7 ３_魅力的な都市環境を生み出す ６_安全で利便性の高い都市環境の整備 土木事務 道路下水道課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

8 ３_魅力的な都市環境を生み出す ６_安全で利便性の高い都市環境の整備 狭あい道路等整備事業 道路下水道課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

9 ３_魅力的な都市環境を生み出す ６_安全で利便性の高い都市環境の整備 市営駐車場管理事務 道路下水道課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

令和３年度の組織改正に伴う事務割合の変更により、行政コストへ
の影響が大きかったことが本評価の理由である。実態としては、料
金収入は増加傾向にあり、運営状況は安定していることから、現状
維持といたしたい。

-

10 ３_魅力的な都市環境を生み出す ６_安全で利便性の高い都市環境の整備 私道整備事業 道路下水道課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

11 ３_魅力的な都市環境を生み出す ６_安全で利便性の高い都市環境の整備 交通安全施設管理事務 道路下水道課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

12 ３_魅力的な都市環境を生み出す ７_人にやさしい都市環境の整備 都営住宅公募事務 まちづくり計画課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持
本事業は、東京都が公募を行う都営住宅等の公募にかかる事務
であり、毎年、都の公募の状況により事務量が増減することから、
計画的な改善が困難であることから、現状維持といたしたい。

-

13 ４_快適な生活環境を守る ８_環境都市の構築 環境教育事業 環境政策課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中
止となった事業が多かったため、事業目標の達成が困難であった
が、令和４年度はコロナ禍における安全かつ効果的な実施方法に
ついて検討を行い事業を実施している。

-

14 ４_快適な生活環境を守る ８_環境都市の構築 公衆便所管理事務 ごみ減量対策課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -
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15 ４_快適な生活環境を守る ８_環境都市の構築 収集運搬事業 ごみ減量対策課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

16 ５_安全・安心な生活を守る 11_防災まちづくりの推進 消防団事務 防災危機管理課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

17 ５_安全・安心な生活を守る 11_防災まちづくりの推進 防災会議事務 防災危機管理課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

18 ５_安全・安心な生活を守る 11_防災まちづくりの推進 防災食育センター（災害時対応施設）管理事務 防災危機管理課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

19 ５_安全・安心な生活を守る 13_交通安全対策の推進 交通災害共済事務 道路下水道課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善予定

令和３年度の組織改正に伴う事務割合の変更により行政コスト面
の評価が低かったことと、加入率の減少に伴う事業指標の達成率
が影響している。令和３年度よりネット申込が可能となったことか
ら、その周知広報に努め、加入率を改善させる。

-

20 ７_歴史・文化と自然を守る 16_歴史遺産の保全と文化・芸術の継承 文化財保護審議会事務 生涯学習推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

21 ７_歴史・文化と自然を守る 16_歴史遺産の保全と文化・芸術の継承 調査研究事務 生涯学習推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

22 ７_歴史・文化と自然を守る 17_自然環境の保全 清潔で美しいまちづくり事業 ごみ減量対策課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

23 ８_安心して子どもを産み育てる環境をつくる 19_子育て家庭への支援 子ども家庭支援センター事業 子ども家庭支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

24 ８_安心して子どもを産み育てる環境をつくる 19_子育て家庭への支援 子ども応援館管理事務 子ども家庭支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

25 ８_安心して子どもを産み育てる環境をつくる 19_子育て家庭への支援 入院助産施設入所事業 子ども家庭支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

26 ８_安心して子どもを産み育てる環境をつくる 20_子育て支援事業の充実 赤ちゃんはじめての絵本事業 子ども育成課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

27 ８_安心して子どもを産み育てる環境をつくる 20_子育て支援事業の充実 子ども・子育て審議会事務 子ども育成課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

28 ９_子どもの生きる力を育てる 21_幼児期の教育の充実 認定こども園施設型給付事業 子ども育成課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

29 ９_子どもの生きる力を育てる 21_幼児期の教育の充実 認可外保育施設運営助成事業 子ども育成課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

就学前児童の減少に伴い、認可保育園に入ることができる可能性
が相対的に高くなっている。そのため、利用児童の保護者が認可
外保育施設を選択する必要性が低くなっており、目標値に届かな
かった。市民サービスの維持のため、現状維持といたしたい。

-

30 ９_子どもの生きる力を育てる 21_幼児期の教育の充実 幼稚園教育振興事業 子ども育成課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -
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31 ９_子どもの生きる力を育てる 21_幼児期の教育の充実 幼稚園施設型給付事業 子ども育成課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

利用児童の保護者が幼児教育・保育のいずれかのうち、幼児教育
を選択する比率が増減することにより、実績も比例して増減するこ
とになる。その選択に優劣は無く、自由に行われるべきであるた
め、行政が誘導できるものではない。安全な保育環境を整備する
ためにも現状維持といたしたい。

-

32 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 特別支援教育事業 教育指導課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み
校長会や副校長会において、特別支援学級等指導補助員の配
置基準や業務内容、各校の活用状況を改めて周知した。

-

33 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 教育研究委託事業 教育指導課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

34 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 修学旅行・移動教室事業 教育指導課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持
本事業の主なコストである看護師派遣委託料は、事業実施には必
須なものであり、削減することは困難である。参加する児童・生徒
の安全確保の点からも、現状維持といたしたい。

-

35 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 理数教育推進事業 教育指導課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み

校長会や副校長会において、理科支援員の配置基準や業務内
容、各校の活用状況を改めて周知した。また、活用状況の低い学
校に個別連絡を行った。（東京都学校支援機構を活用して人員を
紹介してもらった。）

-

36 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 英語教育推進事業 教育指導課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み
令和４年度から児童・生徒に学校授業の一環として、英語教育の
体験型プログラムを実施する。グローバル人材としての資質向上を
図るとともに、英語力の伸長が期待できる。

-

37 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 学力向上推進事業 教育指導課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

38 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 中学校教育振興事業 教育指導課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

39 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 中学校特別支援学級宿泊訓練事業 教育指導課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

40 ９_子どもの生きる力を育てる 22_学校教育の充実 学校適応支援室事業 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

41 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 教育総務事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

42 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 第一小学校管理事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

43 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 第三小学校管理事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

44 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 第五小学校管理事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

45 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 第七小学校管理事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

46 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 中学校総務事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -
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47 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 第一中学校管理事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

48 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 第三中学校管理事務 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

49 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 中学校防音機能復旧（復機）事業 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

50 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 教職員健康管理事務 教育指導課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

51 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 教育支援事務 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

52 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 学校図書館事務 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

53 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 中学校運営事業 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

54 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 中学校教育環境整備支援事業 教育支援課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み

令和３年度の新型コロナウイルス感染症対策物品購入は、令和２
年度と比較して補助金が減となり単費による経費が発生し、行政コ
スト面の評価が低かった。令和４年度は文部科学省補助事業「学
校保健特別対策事業費補助金（学校等における感染症対策等支
援事業）」を活用し、行政コスト面の工夫を図り、取組を推進してい
る。令和５年度の補助事業メニューは未定であるが、同様の活用
を予定している。

-

55 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 中学校特別支援教育振興事業 教育支援課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

特別支援学級の宿泊学習の参加生徒数を事業指標としている。
令和３年度に当該学級が予定していた日程（7/5～7/6）は、まん
延防止等重点措置期間（6/21 ～7/11）に該当し、中止を判断し
た。これに伴い指標の評価が低い結果となった。令和４年度の宿
泊学習は実施済みであり、指標は改善する。また、令和５年度も感
染症対策に伴う中止を除き、年間予定に基づいた学校行事を実
施する予定である。

-

56 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 給食事務 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

57 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 給食調理事業 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

58 ９_子どもの生きる力を育てる 23_教育環境の充実 学校給食センター管理事務 教育支援課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

59 10_地域ぐるみで人を育てる 25_地域ぐるみの人材育成の展開 青少年問題協議会事務 子ども育成課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

60 10_地域ぐるみで人を育てる 25_地域ぐるみの人材育成の展開 通学路安全対策事業 教育総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

61 10_地域ぐるみで人を育てる 25_地域ぐるみの人材育成の展開 ふっさっ子の広場事業 生涯学習推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -
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62 11_高齢期の生活を豊かにする 26_高齢者の社会参加の促進 老人クラブ等支援事業 介護福祉課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

老人クラブの会員数が減少している理由については定年年齢の
引き上げや高齢期の過ごし方に選択肢が増えたことが考えられ、
会員数の大幅な増加は見込めない。財源については都補助金を
２種類充当しており、更なる収入は見込めない。

-

63 11_高齢期の生活を豊かにする 27_高齢者福祉の充実 高齢者あんしんシステム事業 介護福祉課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み

救急医療情報キットの配付については、新型コロナウイルス感染
症の影響により、イベントの中止があり、一時的に配布の機会が減
少した。令和４年度は健康まつり等で周知及び配布を実施するた
め、配布数の改善が見込まれる。

-

64 11_高齢期の生活を豊かにする 27_高齢者福祉の充実 介護予防・地域支えあい事業 介護福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

65 11_高齢期の生活を豊かにする 27_高齢者福祉の充実 老人福祉施設整備助成事業 介護福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

66 11_高齢期の生活を豊かにする 27_高齢者福祉の充実 利用者負担軽減事業 介護福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

67 12_障害者（児）の生活を豊かにする 28_障害者（児）福祉の充実 障害者福祉事務 障害福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

68 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 30_生活の安定と自立支援 受験生チャレンジ支援貸付事業 社会福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

69 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 31_地域福祉の推進 社会福祉協力委員事務 社会福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

70 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 31_地域福祉の推進 成年後見制度推進事業 社会福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

71 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 31_地域福祉の推進 地域福祉推進委員会事務 社会福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

72 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 31_地域福祉の推進 地域福祉推進補助事業 介護福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

※ 73 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 31_地域福祉の推進 福祉バス運行事務 介護福祉課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善予定
令和５年度に利用者からのニーズ等を踏まえ、運行ルート及び時
刻表を改定する。

令和５年度は利用者ニーズを踏まえた運行ルートの見直
しを予定している。令和３年度から導入したバスロケーショ
ンシステムの導入効果の確認と併せて、令和５年度も引き
続き行政評価対象事業とする。

74 13_自立促進に向けて安定した生活を支える 31_地域福祉の推進 福祉センター管理事務 介護福祉課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

75 14_健やかで豊かなくらしを支える 32_健康づくりの推進 健康教育相談事業 健康課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み

令和３年度は、令和２年度からの緊急事態宣言等の発出により、
一時的に休止せざるを得ない事業ならびに出前講座等の派遣型
事業の依頼の減少が続いたため行政コスト面の評価が低かった
が、令和４年度は感染防止対策をより充実させ、コロナ禍の中でも
少しずつ事業を再開できていることから、コロナ禍での実施規模を
再度検討し、行政コスト面の工夫を図りつつ事業を推進している。

-

76 14_健やかで豊かなくらしを支える 33_保健医療体制の充実 保健衛生事務 健康課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -
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77 14_健やかで豊かなくらしを支える 33_保健医療体制の充実 休日調剤事業 健康課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善予定

休日診療事業全体で新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、受
診控えや発熱外来を実施していないため受診者数は大幅に減少
している。現時点で大幅な縮小、廃止はできないが、他自治体の
動向等を踏まえ、市が担うべき初期救急医療のあり方について検
討していく。

-

78 14_健やかで豊かなくらしを支える 33_保健医療体制の充実 福生病院企業団負担金 健康課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

79 14_健やかで豊かなくらしを支える 33_保健医療体制の充実 がん検診推進事業 健康課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

80 14_健やかで豊かなくらしを支える 33_保健医療体制の充実 高齢者歯科健康診査事業 健康課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

81 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 扶桑会館管理事務 生涯学習推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

82 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 市民会館管理運営事業 公民館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

83 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 公民館運営審議会事務 公民館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

84 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 公民館運営事業 公民館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

85 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 茶室福庵管理事務 公民館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

86 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 松林会館運営事業 公民館長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善予定

令和３年度はコロナ禍の影響を受け、臨時閉館やイベント自粛の
風潮もあり、年間事業計画通り実施できない事業もあったが、令和
４年度は自粛緩和の影響で昨年度よりも事業を展開中である。
また、令和４年度より事業指標を令和３年度までのコース数による
評価ではなく、事業参加者の満足度という形式に変えたことで、事
業数の多寡ではなく、講座ごとの質的向上を指針とすることとして
いる。

-

87 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 白梅会館管理事務 公民館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

88 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 図書館運営事業 図書館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

89 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 資料貸出閲覧事業 図書館長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善予定

令和３年度については中央図書館の年間利用者数を目標値とし
たところ、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、目標数値に届
かなかった。
現在中央図書館は改修工事のため休館中であるが、令和５年度
は工事の終了及び、中央図書館の開館（令和６年１月）を予定して
いる。工事前、工事後の事業内容について比較・検討し、令和５年
度の事業改善を図る。

-

90 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 わかぎり図書館管理事務 図書館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

91 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 資料貸出閲覧事業 図書館長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

令和３年度については年間利用者数を目標値としたところ、新型
コロナウイルス感染症の影響もあり、目標数値に届かなかった。
令和４年度は感染症の影響も徐々に落ち着き、利用者数の増加
が見込まれていることから、現状維持といたしたい。

-
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92 14_健やかで豊かなくらしを支える 34_生涯学習の推進 武蔵野台図書館管理事務 図書館長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

93 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 大会派遣事務 スポーツ推進課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため各種大
会が中止になったことにより、事業指標が達成できなかった。今
後、大会が実施されるに伴い、指標の回復に繋がると考える。

-

94 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 中央体育館運営事業 スポーツ推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

95 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 地域体育館管理運営事業 スポーツ推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

96 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 テニスコート管理事務 スポーツ推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

97 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 市営競技場運営事業 スポーツ推進課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

令和３年度は、熱中症対策消耗品を購入したことや近隣からの苦
情に対して看板を設置するなど、臨時的な経費が複数発生したた
め、行政コストが増加した。令和４年度以降の経費は平年並みとな
る見込みであり、特段コスト管理に問題があるとは考えにくい

-

98 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 福生野球場管理事務 スポーツ推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

99 14_健やかで豊かなくらしを支える 35_スポーツ・レクリエーションの推進 その他の体育施設運営事業 スポーツ推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

100 15_人と地域をつなぐ 36_市民との情報共有の推進 広報事務 秘書広報課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

101 15_人と地域をつなぐ 36_市民との情報共有の推進 ホームページ管理事務 秘書広報課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

102 16_市民に信頼される行政運営を進める 38_計画的な行政運営の推進 企画政策事務 企画調整課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

103 16_市民に信頼される行政運営を進める 39_利用しやすい窓口サービスの充実 情報システム事務 情報政策課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

※ 104 16_市民に信頼される行政運営を進める 39_利用しやすい窓口サービスの充実 市民契約保養施設事務 総合窓口課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持
令和３年度決算における実績値は目標値に達していないが、新型
コロナウイルス感症拡大防止の影響である。社会情勢の状況によ
り、利用率の増加が見込めることから、このまま継続事業としたい。

令和４年度から民間企業に譲渡された「旧かんぽの宿」
が、令和５年度より本事業から撤退すること、契約している
旅行業者が１社減となることから、令和５年度以降の利用
状況に変化が生じることが見込まれる。引き続き行政評価
対象事業とし、今後の利用状況の変化等を確認しつつ、
改善を検討するものとする。

105 16_市民に信頼される行政運営を進める 39_利用しやすい窓口サービスの充実 証明書等コンビニ交付事務 総合窓口課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

106 17_持続可能な財政を未来につなぐ 40_健全な財政運営 地方公会計制度事務 財政課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

107 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 活動支援事業 議会事務局長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

7



所管課長名№ 施策 基本事業 評価対象事業名 評価
改善対
象事業

改善検討結果 備考

108 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 基幹系システム管理事務 情報政策課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

109 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 事務機械管理事務 情報政策課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

110 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 平和祈念事業 総務課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 改善済み

事業進捗状況及び事業指標の「平和のつどい来場者数」につい
て、令和４年度は平和のつどいを感染症対策を徹底した上で、開
催方法を工夫して開催しており、中止となり実績がなかった令和３
年度と比較して大きく改善する見込みである。

-

111 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 固定資産評価審査委員会事務 総務課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

固定資産評価審査委員会は、地方税法の規定により市町村に設
置が義務付けられている行政委員会であり、固定資産課税台帳に
登録されている価格に関する審査申出があった際に審査を行う。
令和３年度及び４年度は、審査申出がなく事務量が少なかった
が、審査申出に対し円滑に審査が進むよう体制の確保が必要であ
る。

-

112 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 争訟事務 総務課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

本事業は、事務事業において高度な法的判断が必要な案件等に
ついて弁護士による法律相談を行うものであり、コロナ禍における
従来想定をしていなかった状況への対応や、複雑化した案件など
の増加に伴い、近年、相談件数が増加している状況である。
本事業による相談は全庁を対象としており、一定数の事業量は必
要であることから、弁護士以外の法的リソースの検討をしながら現
状の事業を継続していくとともに、法的トラブルの未然防止の観点
から職員にとってより相談しやすい体制づくりを推進していく。

-

113 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 情報公開及び個人情報保護事務 総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

114 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 検査事務 総務課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

115 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 職員試験事務 職員課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

116 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 庁舎管理事務 契約管財課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

117 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 市有財産管理事務 契約管財課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

118 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 会計事務 会計管理者 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

119 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 選挙管理事務 選挙管理委員会事務局長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

※ 120 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 選挙常時啓発事務 選挙管理委員会事務局長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - -

新たな啓発活動として、令和３年度の衆議院議員選挙時
には若年層の立会人へのアンケートを実施、令和４年度は
市内の中学校２校の生徒に対し、投票機材の貸出に加
え、職員が選挙に関する説明を行うなど、積極的な啓発活
動を実施。令和４年度の行政評価では、総合評点も高くＡ
評価であったことから、本事業は継続して実施すべき事業
とし、今後もアンケートの結果や活動を通じ、効果的な啓
発を行っていく。

121 18_持続可能な行政組織を未来につなぐ 41_適切な執行体制の推進 監査事務 監査委員事務局長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -
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所管課長名№ 施策 基本事業 評価対象事業名 評価
改善対
象事業

改善検討結果 備考

※ 122 19_地域づくり活動をつなぐ 45_地域づくり活動の促進 輝き市民サポートセンター運営事業 協働推進課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

新型コロナウイルス感染症による影響もだいぶ落ち着き、施設での
安全な利用、効果的な事業の実施などにより、利用状況もかなり
回復し、現時点で年間3,200人の利用者を見込んでおり、（令和３
年度2,622人)、利用者の増が見込まれる。

西口再開発に伴うサポートセンターの移転が控えているた
め、移転時期に合わせて、スケジュール管理を行いながら
対応方針を決定し、行政コストの圧縮や業務の効率化に
つなげるとともに、更なる市民活動の活性化が図られるよう
引き続き検討を行っていくものとする。令和５年度も行政評
価対象事業とする。

123 19_地域づくり活動をつなぐ 45_地域づくり活動の促進 行政協力員事務 協働推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

124 19_地域づくり活動をつなぐ 45_地域づくり活動の促進 町会等活動支援事務 協働推進課長 Ｂ
事業の改善を検討し、継続して
実施すべきである。

○ 現状維持

事業指標である、町会等が占める防災訓練の参加割合が低かっ
たのは、新型コロナウイルス感染症の影響で防災訓練の人数制限
をかけられたためである。災害時においては、自主防災組織でも
ある町会・自治会への依存度は依然として大きいため、通常運転
に戻れば評価も戻ると考える。今後も引き続き災害時の共助の必
要性を周知していく。
町会・自治会活動の支援は通常どおり実施できており、現状維持
といたしたい。

-

125 19_地域づくり活動をつなぐ 45_地域づくり活動の促進 福東会館管理事務 協働推進課長 Ａ 事業を継続して実施すべきである。 - - -

【評価内訳】

Ａ評価・・・96事業

Ｂ評価・・・29事業

Ｃ評価・・・０事業

Ｄ評価・・・０事業

（合計125事業）

【改善検討結果内訳】

改善済み・・・８事業

改善予定・・・６事業

現状維持・・・15事業

（合計29事業）
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